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要　旨
　新たに発見された２種の鮭漁具とは「魚叩き棒」と「鉄製銛先」（離頭銛）である．これまで知られて
きたサケ漁に用いる「魚叩き棒」の形態はいずれも棒状ないしは横槌状で，今回確認された縦槌状のもの
は知られていない．また，「鉄製銛先」についても，アイヌ民族が従来用いてきた「キテ」とは異なるも
ので，離頭銛をサケ漁に用いた例はほとんど知られていない．同類の銛先については本州の太平洋側で行
われるカジキ漁などに見られ，これが明治期に北海道へ伝わったことでアイヌ民族が入手し，石狩川のサ
ケ漁で使用された可能性がある．

キーワード：サケ漁，魚叩き棒，縦槌，離頭銛，鉄製銛先

１．はじめに

　 本稿では，かつて石狩川でのサケ漁に使用され
ていたと伝えられる２種４点の漁具について取り
上げる．一つは「木製の槌」（２点），もう一つ
は「鉄製の銛先」（２点）である（写真１～４，

図１，図２，表１，表２）．これらは，旧収蔵者
がサケ漁場に働きに来ていたアイヌの漁夫から
貰ったもので，「木製の槌」は捕獲したサケを叩
くための「魚打棒」に，「鉄製の銛先」はサケを
突いて捕獲するために使用されたものという．こ
れまで，この種の道具が石狩川のサケ漁で使用さ
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図１．各資料の部位名称．



れたことは知られていない．そこで，これらの資
料の性格を明らかにするため，聞き取りや博物館
等に収蔵されている類似資料の調査を実施した．
資料調査は荒山・石橋の共同で，聞き取りは石橋
がおこなった．以下，その調査報告について記
す．

２．調査の経緯

　 調査の経緯は，2019年５月に著者の１人である
石橋が弁天歴史公園運上屋棟（石狩市弁天町）の
展示品の中に，先に述べたサケ用とされる漁具２
種３点を目にしたことに始まる．この展示品は
「いしかりガイドボランティアの会」によるもの
で，展示ラベルには「魚打棒」と「銛（マレｸ）」
と記載され，いずれも石狩市内の今井光男氏から
の寄贈であることが表示されていた．
　 「魚打棒」はサケ漁の際に暴れるサケを叩くた
めの道具で，「魚叩き棒」「鮭叩き棒」などとも
称される道具である．従来知られてきたのは棒状

のタイプ（横槌状）（写真５）であるが，展示品
２点はいずれもＴ字型の縦槌状であった．また，
「銛（マレｸ）」とされる展示品１点はアイヌ民族
の鮭漁具「マレｸ」（鉄製の鈎銛）ではなく，鉄製
の銛先（離頭銛）であった．この２種の道具がサ
ケ漁に用いられたということは聞いたことがな
く，石橋にとっては初見の資料であった．そのた
め，詳しい内容を知るため，資料管理をしている
「いしかりガイドボランティアの会」から資料を
借用し，旧収蔵者からの聞き取り・実測・写真撮
影等の調査をおこなった．また，聞き取り調査の
過程で鉄製の銛先はさらにもう１点あり，旧収蔵
者から石狩市本町にある石狩尚古社資料館（中島
勝久氏主宰）に寄贈されていることがわかり，同
氏の了解を得て同時に調査を実施することになっ
た．さらに，銛先については，道内博物館等に照
会のうえ同種の資料調査もおこなった．今回の調
査では，苫小牧市美術博物館，北海道博物館で同
種の銛先を収蔵していることが確認でき，計６点
を実見した（図４，表４）．また，北海道大学北
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図２．漁具．
１：魚打棒１，２：魚打棒２，３：鉄製銛先１，４：鉄製銛先２．スケールバーは共通．
（１～３：いしかりガイドボランティアの会収蔵・今井氏旧収蔵，４：石狩尚古社資料館収蔵・今井氏旧収蔵）
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方生物圏フィールド科学センター植物園にも３点
の収蔵があり，いずれも本州で採取されたもの
で，提供いただいた資料情報をもとに後述に触れ
ることとする．
　 なお，本稿に記す資料の部位名称は図１に示す
とおりである．

３．聞き取り調査

　 資料の来歴について，旧収蔵者の今井光男氏か
ら石橋が聞き取りをおこなった．その結果，寄贈
された２種の漁具について次のようなことが明ら
かとなった．

①２種の漁具は明治半ばから石狩川左岸の志
美でサケ曳網漁場をもっていた今井家に伝
わったものである．（注１）

②２種の漁具は今井家で使っていたのではな
く，この漁場に働きにきていた対岸に住む
生振アイヌの人からもらったものである．

③２種の漁具の使用法は「鮭の頭部を叩く
槌」と「岸に寄った鮭を突くための銛」で
あり，石狩川で使用された．

④今井氏自身はこれら２種の漁具が実際に使
用されたのは見たことはなく，使用法など
は親やアイヌの人から聞いた．銛の復元
（柄，繋ぎの長い紐）は今井氏がおこなっ
た．

⑤鉄製の銛はもう１点あり，石狩尚古社資料館
（中島勝久氏）に寄贈した．

⑥石狩川のサケ漁の叩き棒について，刺し網・
流し網漁で乗組員が２人の舟の場合，親方
が40cmほどの長い叩き棒を使い，手伝いは
それより短く，30cmほどのものを使うよう
に決まっていた．サケ漁の舟には乗組みの
数の叩き棒が備えられていた．

４．「魚打棒」

4-1．資料紹介

　 まずは，サケを叩いたとされる２点の木製品に
ついて記載する．資料の展示名称は「魚打棒」と
なっており，使用目的も「鮭の頭部を叩く槌」と
いうことから，以下「魚打棒」とする．本来，形
態的には槌型をしているので「魚打槌」とでもい
うべきであろう．この棒を使っていた生振のアイ
ヌの人がこれをアイヌ語で何と呼んでいたか，本
来の名称は不明である．

4-1-1．「魚打棒１」（運上屋棟展示品・いしか
りガイドボランティアの会収蔵）

　 大きさは，全長26.7cm，柄部の長さ19.5cm，
槌部の直径5.0～5.5cmである（図2-1，写真１，
表１）．幹と枝の叉木を利用して，幹の部分を槌
部にしている．槌部にした幹の部分には太い枝が
３本あり，切断面から鋸で除去されたものと推測
される．柄部は細く，槌部と柄部の角度は斜めで
ある．樹種は未同定であるが樹皮はカエデに似て
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表１．魚打棒一覧．

資料 図番 収蔵 全長
（cm）

槌部（横方向）
の長さ(cm)

小口〈大〉の
径（cm）※打面 小口〈小〉の径（cm） 柄部（cm）

魚打棒１ 図2-1
写真1

弁天歴史公園運上屋棟展示
いしかりガイドボランティアの会

（今井氏旧収蔵）
26.7 12.5 5.5×5.0

上方の切断面：径3.3
下方の切断面：径3.0

側面の切断面：径3.5×4.0

長さ：19.5
幅：1.8

魚打棒２
図2-2
写真2

弁天歴史公園運上屋棟展示
いしかりガイドボランティアの会

（今井氏旧収蔵）
27.5 12.3 5.5 3.5

長さ：21.8
最大幅：5.5

先端幅：2.4×1.8



いる．少なくともヤナギではない．幹の太い方の
小口面（打面）全体に叩いた使用痕が認められ
る．打面の外周の半分ほどの部分，特に下方部に
顕著な潰れが認められる．この部分が主要な作業
面と考えられる．槌部のもう一方の小口面は２本
の枝木に分岐しており，いずれの断面にも切断痕
が残り顕著な潰れは観察されない．また，柄部に
は摩滅による光沢が認められる．「魚打棒２」ほ
どでないが，長期間の使用されたことにより摩滅
したと考えられる．

4-1-2．「魚打棒２」（運上屋棟展示品・いしかり
ガイドボランティアの会収蔵）

　 大きさは，全長26.5cm，柄部の長さ21.8cm，
槌部の直径5.5cm程である（図2-2，写真２，表
１）．幹と枝がほぼ直角になった叉木の部分を用
い，枝の部分を柄部に，幹の部分を槌部に木取り
している．幹の小口面は平坦で，その状態から切
断には鋸を使用したとみられる．外面には樹皮が
残るが，柄部の下方は縦方向に削って調整してい
る．削り幅は１cm程である．樹種は未同定である
が，表皮の状態から「魚打棒１」とは異なる樹種
と考えられる．少なくともヤナギではない．槌部
では，幹の太い方の小口面（打面）全体に叩いた
使用痕が認められる．打面の外周の半分ほどの部
分，特に下方部に顕著な潰れが認められる．この
部分が主要な作業面と考えられる．槌部のもう一
方の小口面は切断痕が残り，顕著な潰れは観察さ
れない．また，柄部の半ばで樹皮の残っている部
分に摩滅による顕著な光沢がある．長期間の使用
されたことにより握り部分も摩滅したと考えられ
る．

　 以上のように，この２点の「魚打棒」は形状お
よび使用痕からみて，叩いて使用した道具である
ことは明らかである．枝木の特性を活かして槌に
かなった部位を木取りし，加工を加えて仕上げた
自作品とみられる．用途について聞き取りから
は，捕獲した「サケを叩く」ために用いられたこ
とがわかり，観察した２点の槌部の打面の使用痕

がいずれも下方面に顕著であることは，特定の使
用方法のもとに使われ続けられたためと考えられ
る．年代については，今井家が石狩川でサケ漁に
従事した明治20年代以降，もしくは，それ以前か
らこの漁場にはアイヌの人々が働きに来ていた可
能性があり，使用時期はそれ以前に遡ることも考
えられる．

4-2．石狩川のサケ漁と「魚叩き棒」

　 魚叩き棒については，アイヌ民族の「イサパキｸ
ニ」という棒状の漁具が知られている．この棒で
サケの頭部を叩き絶命させるが，同時にサケの霊
を送る意味があるとされる．樹種はヤナギ・ミズ
キにほぼ限られ，どの木でもよいわけでないとい
われている（知里，1959）．今井氏からの聞き取
りによると，第二次世界大戦後の石狩川でのサケ
漁では「棒状の魚叩き棒」が使用されていたとい
うが，残念ながら実物資料は収集されていない．
石狩川での「棒状の魚叩き棒」の使用について
は，このほかに次のような聞き取りや資料が確認
されている．

【聞き取り事例（70歳代）】
　 子どもの頃の石狩川右岸（石狩市八幡町地
区）の記憶：「確かに石狩川河口右岸のサケ漁
場で，水揚げの際，サケを盛んに叩いていたの
を見たことがある．棒の形状については，漂着
したもの（後述する2018年に石橋が漂着物と
して採取した魚叩き棒）よりも，さらに太かっ
たような気がする．樹種はアオダモで棒が漁場
の壁にずらりと掛けられていた．棒用のアオダ
モを川岸に植えていた．」（石橋，2018，引用
内の括弧書きは本稿による補足．）

【絵葉書に残された写真】
　昭和初期とみられる絵葉書には河口の曳網で
棒状の魚叩き棒をもったと思われる漁夫の姿が
写っているものがある（写真６）（田中，
2002）．

【漂着物】
　 2018年，石橋は石狩川河口左岸で棒状の魚
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叩き棒とみられる漂着物を採取したことがあ
る．年代は不明だが，使用時期は近世末から昭
和30年代までの間と考えられる．この樹種はヤ
ナギ属であった．（石橋，2018）

4-3．小括

　 石狩川での棒状の「魚叩き棒」の例を紹介した
が，今のところ槌状の叩き棒についての記録は確
認されていない．また，アイヌ民族のサケ漁で縦
槌状の魚叩き棒を使用したという民族誌による記
録も知られていない．
　 Ｔ字形の木槌の類例に関しては，石狩低地帯の
遺跡から出土した縦槌について集成検討されてい
る（荒山，2011）．幹と枝の叉木の部分で木取り
した木槌については，擦文文化期およびアイヌ文
化期に属する41点が確認され，今回紹介した「魚
打棒」とされる木槌と類似するものがみられる．
その一例に，札幌市K39遺跡恵迪寮地点（サク
シュコトニ川遺跡）出土の縦槌がある（写真７）
（北海道大学埋蔵文化財調査室，1986）．全長
30.2cm，樹種はイチイ，擦文文化期とされる．大
きさ，形態的特徴，木取り，使用痕の状態など各
所に類似が認められる．特に，小口面の側縁下方
寄りが摩滅している点は，先に紹介した２点の
「魚打棒」（木槌）の使用痕の状態に類似してお
り，用途・使用法を考えていくうえで注目され
る．出土した縦槌から用途を特定することは容易
ではないが，「魚打棒」として用いた可能性につ
いてこれまであまり考えられてこなかった．考古
資料と民具資料の両者を対象とした縦槌の機能用

途について，今後さらに検討が必要である．

５．鉄製銛先

5-1．資料紹介

5-1-1．銛先の分類

　 次に，サケを突くために使用したとされる鉄製
銛先について記載する．ここでいう銛先とは離頭
銛のことである．北海道では，縄文文化早期以
来，続縄文文化，オホーツク文化，擦文文化の各
期を通じて骨角製の銛先が用いられてきた．ま
た，アイヌ民族の離頭銛では，骨角製の体部に鉄
や銅の鏃をつけた「キテ」が知られている（図
３，写真８）（北海道開拓記念館，198 1；
2003）．「キテ」は，古くから北海道南西部では
クジラ・マンボウ・メカジキ，それ以北では海獣
狩猟（アザラシなど）に用いられてきたという
（名取，1945）．
　 今井氏旧収蔵の鉄製銛先２点は，大きさは異な
るが全く同タイプで，全体が鉄製の銛先である．
三角形の鏃部，体部には柄を装着するための穴
（ソケット）があり，その外面（図1-2に示すＡ
面）にノの字状に外反するカエシがある（注２）．こ
れらの特徴から，柄と銛先が分離する離頭銛の銛
先である．この銛先は，写真８に示した「キテ」
として知られている骨角製の体部で先端に金属性
の鏃をつけたタイプの銛先とは，かなり異なって
いる．
　 ここで，「鉄製銛先１・２」，および後述に取
り上げる類例との特徴を比較するために，鏃部お
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図３．離頭銛「キテ」の構造と部分名称 （大塚，1977：780）．



よび体部の次に挙げる３つの属性，「①鏃（逆
刺）」「②基部・ソケット」「③開口部・カエ
シ」に着目し，本稿で用いる分類方法を設定す
る．

【鏃部】（注３）
①鏃（逆刺）
1a）逆刺の切込みが非常に浅いもの（鏃部の切
込率＝切込みの深さ／鏃長＝1/10未満）

1b）逆刺の切込みの深さが鏃長の中央まで達し
ないもの（鏃部の切込率＝切込みの深さ／
鏃長＝1/10以上～1/2未満）

1c）逆刺の切込みの深さが鏃長の中央まで達す
るもの（鏃部の切込率＝切込みの深さ／鏃
長＝1/2以上）

【体部】
②基部・ソケット
2a）基部とソケットの境目が明瞭に分かれない
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表３．本稿で取り上げる金属製銛先の分類．

分類分類 該当資料 鏃部【※１】
（逆刺の切込率） 
鏃部【※１】
（逆刺の切込率） 
鏃部【※１】
（逆刺の切込率） 基部・ソケット基部・ソケット 開口部・カエシ開口部・カエシ

大別 細分 該当資料（図番）

1a 1b 1c 2a 2b 3a 3b

大別 細分 該当資料（図番）

分類 該当資料 鏃（逆刺）
破線は逆刺の切込 度 基部・ソケット 開 部・カエシ

別 細分 該当資料（図番）

1a 1b 1c 2a 2b 3a 3b 

A類 A1類 鉄製銛先１（図2-1）
鉄製銛先２（図2-2） 〇 〇 〇

B類

B1類 類例10（写真12-左） 〇 ○ ○

B2類 類例３（図4-3） ○ ○ ○

B3類 類例１（図4-1） 〇 ○ ○

B4類
類例２（図4-2）
類例７（写真7-1）
類例11（写真12-右）

〇 〇 〇

C類

C1類 類例４（図4-4） 〇 〇 〇

C2類
類例５（図4-5）
類例６（図4-6）
類例８（写真7-2）
類例９（写真7-3)

〇 〇 〇

分類 該当資料 鏃（逆刺）
破線は逆刺の切込 度 基部・ソケット 開 部・カエシ

別 細分 該当資料（図番）

1a 1b 1c 2a 2b 3a 3b 

A類 A1類 鉄製銛先１（図2-1）
鉄製銛先２（図2-2） 〇 〇 〇

B類

B1類 類例10（写真12-左） 〇 ○ ○

B2類 類例３（図4-3） ○ ○ ○

B3類 類例１（図4-1） 〇 ○ ○

B4類
類例２（図4-2）
類例７（写真7-1）
類例11（写真12-右）

〇 〇 〇

C類

C1類 類例４（図4-4） 〇 〇 〇

C2類
類例５（図4-5）
類例６（図4-6）
類例８（写真7-2）
類例９（写真7-3)

〇 〇 〇

分類 該当資料 鏃（逆刺）
破線は逆刺の切込 度 基部・ソケット 開 部・カエシ

別 細分 該当資料（図番）

1a 1b 1c 2a 2b 3a 3b 

A類 A1類 鉄製銛先１（図2-1）
鉄製銛先２（図2-2） 〇 〇 〇

B類

B1類 類例10（写真12-左） 〇 ○ ○

B2類 類例３（図4-3） ○ ○ ○

B3類 類例１（図4-1） 〇 ○ ○

B4類
類例２（図4-2）
類例７（写真7-1）
類例11（写真12-右）

〇 〇 〇

C類

C1類 類例４（図4-4） 〇 〇 〇

C2類
類例５（図4-5）
類例６（図4-6）
類例８（写真7-2）
類例９（写真7-3)

〇 〇 〇

分類 該当資料 鏃（逆刺）
破線は逆刺の切込 度 基部・ソケット 開 部・カエシ

別 細分 該当資料（図番）

1a 1b 1c 2a 2b 3a 3b 

A類 A1類 鉄製銛先１（図2-1）
鉄製銛先２（図2-2） 〇 〇 〇

B類

B1類 類例10（写真12-左） 〇 ○ ○

B2類 類例３（図4-3） ○ ○ ○

B3類 類例１（図4-1） 〇 ○ ○

B4類
類例２（図4-2）
類例７（写真7-1）
類例11（写真12-右）

〇 〇 〇

C類

C1類 類例４（図4-4） 〇 〇 〇

C2類
類例５（図4-5）
類例６（図4-6）
類例８（写真7-2）
類例９（写真7-3)

〇 〇 〇

分類 該当資料 鏃（逆刺）
破線は逆刺の切込 度 基部・ソケット 開 部・カエシ

別 細分 該当資料（図番）

1a 1b 1c 2a 2b 3a 3b 

A類 A1類 鉄製銛先１（図2-1）
鉄製銛先２（図2-2） 〇 〇 〇

B類

B1類 類例10（写真12-左） 〇 ○ ○

B2類 類例３（図4-3） ○ ○ ○

B3類 類例１（図4-1） 〇 ○ ○

B4類
類例２（図4-2）
類例７（写真7-1）
類例11（写真12-右）

〇 〇 〇

C類

C1類 類例４（図4-4） 〇 〇 〇

C2類
類例５（図4-5）
類例６（図4-6）
類例８（写真7-2）
類例９（写真7-3)

〇 〇 〇

分類 該当資料 鏃（逆刺）
破線は逆刺の切込 度 基部・ソケット 開 部・カエシ

別 細分 該当資料（図番）

1a 1b 1c 2a 2b 3a 3b 

A類 A1類 鉄製銛先１（図2-1）
鉄製銛先２（図2-2） 〇 〇 〇

B類

B1類 類例10（写真12-左） 〇 ○ ○

B2類 類例３（図4-3） ○ ○ ○

B3類 類例１（図4-1） 〇 ○ ○

B4類
類例２（図4-2）
類例７（写真7-1）
類例11（写真12-右）

〇 〇 〇

C類

C1類 類例４（図4-4） 〇 〇 〇

C2類
類例５（図4-5）
類例６（図4-6）
類例８（写真7-2）
類例９（写真7-3)

〇 〇 〇

分類 該当資料 鏃（逆刺）
破線は逆刺の切込 度 基部・ソケット 開 部・カエシ

別 細分 該当資料（図番）

1a 1b 1c 2a 2b 3a 3b 

A類 A1類 鉄製銛先１（図2-1）
鉄製銛先２（図2-2） 〇 〇 〇

B類

B1類 類例10（写真12-左） 〇 ○ ○

B2類 類例３（図4-3） ○ ○ ○

B3類 類例１（図4-1） 〇 ○ ○

B4類
類例２（図4-2）
類例７（写真7-1）
類例11（写真12-右）

〇 〇 〇

C類

C1類 類例４（図4-4） 〇 〇 〇

C2類
類例５（図4-5）
類例６（図4-6）
類例８（写真7-2）
類例９（写真7-3)

〇 〇 〇

A類 A1類 鉄製銛先１（図2-1）
鉄製銛先２（図2-2） ○ ○ ○

B類

B1類 類例10（写真12-左） ○ ○ ○

B類

B2類 類例３（図4-3） ○ ○ ○

B類 B3類 類例１（図4-1） ○ ○ ○B類

B4類
類例２（図4-2）
類例７（写真7-1）
類例11（写真12-右）

○ ○ ○

C類

C1類 類例４（図4-4） ○ ○ ○

C類
C2類

類例５（図4-5）
類例６（図4-6）
類例８（写真7-2）
類例９（写真7-3)

○ ○ ○
【※1】　鏃部（逆刺の切込率）の細分類

①・・・逆刺内側の切込みの深さ 
②・・・鏃部の長さ（鏃長） 

【※1】鏃部（逆刺の切込率）の細分類．
　①：逆刺内側の切込みの深さ
　②：鏃部の長さ（鏃長）



もの，もしくは，基部からソケットにかけ
て徐々に裾を広げるもの

2b）基部とソケットの境目が明瞭に分かれるも
の

③開口部・カエシ
3a）開口部とカエシが一体化し，開口部側面が
斜状のもの

3b）開口部が直線的でＢ面にカエシが付き，開
口部とカエシの側面形態が明瞭に分かれる
もの

　 これらの属性①～③の組合せからは全12通りの
タイプが想定されるが，本稿に取り上げる銛先
（全体が金属製で作られるもの）に該当するもの
として，A1類：1a-2a-3a，B1類：1b-2a-3a，B2
類：1b - 2 a - 3 b，B3類:1b - 2 b - 3 a，B4類：
1b-2b-3b，C1類：1c-2a-3b，C2類：1c-2b-3bの
７類に分類する（表３）．

5-1-2．「鉄製銛先１」（運上屋棟展示・いしかり
ガイドボランティアの会収蔵）（図
2-3，表２，写真３）

　 大きさは，全長は9.9cm，鏃の長さ3.0cm，鏃
の幅1.9cm，ソケットの開口部幅1.6cm．重さは
44ｇである．鉄製で，鏃・基部・ソケット・単尾
のカエシを一体で作る．分類では，A 1類
（1a-2a-3a）に該当する．鏃の平面形はほぼ二等
辺三角形で逆刺の切込みが小さい．また，鏃の中
央部に先端から底辺まで鎬のような盛り上がりが
ある．ソケットＡ面の末端外側にノの字状に突き

出した単尾のカエシがある．ソケットの深さはカ
エシの先端から4.8cmである．ソケットのＢ面に
は鉄板を丸め合わせたつなぎ目の痕跡が残り，鍛
造により作られたと考えられる．おそらく長方形
の素材を手作業で叩いて作ったものと推測され
る．
　 鏃の下端から柄を装着するためのソケットの膨
らみまでの間の基部約２cmにわたり細い撚り紐が
巻かれている．植物性の繊維素材による撚紐４組
（各長さ16cm）がそれぞれループするように巻き
つけてあり，結束固定されていないため，わずか
に動くようになっている．さらに，そのうち３組
の紐は途中から１本の太い紐に撚られ，その境目
付近で鏃の根元に巻いたもう１組の紐で結んでい
る．紐の全長は48cm，このうち太い紐の部分は長
さ32cmおよび太さ0.8cmである．鏃の根元に巻い
た紐は，他の紐と色合いや材質が異なることから
他の３組の紐よりも新しい可能性がある．なお，
ループ状に巻いた紐と基部との間には薄い植物の
皮（未同定であるが一見してサクラの樹皮のよう
なもの）を挟んでおり，皮の表面を紐側に向けて
いる．このような別素材を挟む装着方法は鉄と紐
との強い摩擦を避けるためではないかと考えらえ
る．
　 この資料は，今井氏により上記のオリジナルの
紐から，さらに210cmの麻紐，末端に大型動物の
犬歯（ヒグマの犬歯か，長さ5.6cm）の根付，ヤ
ナギ製の柄を付けて全体が復元されている．
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表２．鉄製銛先一覧．

資料 図番 収蔵 全長
(cm)

鏃の長さ
(cm)

鏃の幅
(cm)

ソケット幅
(cm)

重量
(g) 分類 備考（cm）

鉄製銛先１ 図2-3
写真3

弁天歴史公園運上屋棟展示
いしかりガイドボランティアの会

（今井氏旧収蔵）
9.9 3.0 1.9 1.6 44 A1類

1a-2a-3a

鏃の厚み：0.65
カエシの高さ：2.3

ソケットの深さ：
カエシ先端から4.8

鉄製銛先２
図2-4
写真4

石狩尚古社資料館
（今井氏旧収蔵) 12.3 3.4 2.8 1.9 63

A1類
1a-2a-3a

鏃の厚み：0.65
カエシの高さ：3.4

ソケットの深さ：
カエシ先端から6.3



5-1-3.「鉄製銛先２」（石狩尚古社資料館収蔵）
（図2-4，表２，写真４）

　 大きさは，全長12.3cm．鏃の長さ3.4cm，鏃の
幅2.8cm，ソケットの開口部幅1.9cm．重さは63
ｇである．鉄製で，分類では，A1類（1a-2a-3a）
に該当する．「鉄製銛先１」と比較すると，同タ
イプであるが，本資料の方が大型で，全長が
2.4cm，鏃の長さで0.4cmほど長い．重量も本例
の方が20ｇほど重い．鏃の平面形は二等辺三角形
に近い．また，鏃の中央部に先端から底辺まで鎬
のような盛り上がりがある．ソケットＡ面の末端
外側にノの字状に突き出した単尾のカエシがあ
る．ソケットの深さはカエシの先端から6.3cmで
ある．ソケットのＢ面には鉄板を丸め合わせたつ
なぎ目の痕跡が明瞭に残り，鍛造により作られた
と考えられる．
　 「鉄製銛先２」にも，鏃の下端からソケットま
での基部2.5～3.0cmほどの外面に植物性の繊維素
材による撚紐４組（各長さ14cm）がループするよ
うに巻かれている．さらに，これらの細い撚り紐

を１本の太い紐に撚り合わせている．紐全体の長
さは37cm，このうち太い紐の部分は長さ29cm，
太さ0.6cmである．また，撚紐が巻かれている部
分には，基部と紐との間に薄い植物の葉ないしは
茎のようなものが当てられている．材質は草本の
平行脈が銛先の長軸に並行して観察され，一見し
てイネ科の笹の稈を半割にしたようなもので，表
面を紐側に向けたものとみられる．基部にループ
した撚紐の巻き方は「鉄製銛先１」と同様であ
る．「鉄製銛先１」および「鉄製銛先２」は大き
さに違いがあるものの，形態や製作技術の特徴が
酷似し，また，銛先本体のみならず，紐の巻き方
や基部と撚紐の間に別素材を当てて装着すること
にも共通点が認められる．

5-2．北海道内博物館等収蔵の金属製銛先

5-2-1．苫小牧市美術博物館収蔵品（図4-1・
4-2・4-3，表４，写真９）

　 苫小牧市美術博物館では類似の金属製銛先が３
点（類例１～３）確認された．銛先はすべてアイ
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図４．金属製銛先の類例（１～３は類例１～３，４～６は類例４～６に対応）．
１～３：苫小牧市美術博物館収蔵，４～６：北海道博物館収蔵．
（資料調査による実測（１～３）および簡易実測（４～６）より作図）



ヌ民族資料として収蔵されたもので，資料名は
「キテ」となっている．同館には，この３点に加
え，骨角製や骨角と金属を組合せた銛先を含め
「銛（キテ）」は全部で28点あり，採取地域が示
されていない３点を除き「苫小牧」と「浦河」と
ある（苫小牧市博物館，1988：14-15）．目録に掲
載される計測値から，採取地域の示されていない
３点が本稿で類例として取り上げる３点に該当す
るものと考えられ，具体的な採取地域は不明であ
る．同館のアイヌ民族資料の該当地域について
は，胆振・日高地方に関するものが多い．そのよ
うな性格から，本資料もこの地域に関連したもの
ではないかと予想されるが，明らかにするために
は，さらに調査が必要である．
　類例３点の分類について，類例１（図4-1）はB3

類（1b -2b - 3a），類例２（図4-2）はB4類
（1 b - 2 b - 3 b），類例３（図4 - 3）はB 2類
（1 b - 2 a - 3 b）に該当する．大きさやソケット
の形状に違いはあるが，鏃部の形態的特徴は共通
する．石狩市の銛先２点に比べて鏃の逆刺部分の
切込みが深い．一方，後述する北海道博物館収蔵
の３点の鏃のように逆刺は細くならない．ソケッ
トの開口部は概して３点とも直線的で，単尾のカ
エシの長さは短い．カエシの形状には違いがみら
れ，類例３はノの字状に外反するが，他２点（類
例１・２）は外反していない．また，類例２はソ
ケット開口部の開きが大きい．基部からソケット
にかけての形状にも違いがある．類例１は基部を
細く直線的に作り出し，ソケットから膨らみのあ
る開口部を作り出している．類例２は基部とソ
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表４．金属製銛先の類例一覧．

類例
No. 図番 収蔵

【資料番号】
全長
(cm)

鏃の
長さ
(cm)

鏃の幅
(cm)

ソケット
幅
(cm)

重量
(g) 分類 備考(cm) 備考３

類例１ 図4-1
写真9

苫小牧市
美術博物館 7.2 2.5 2.0 1.2 10.6 B3類

1b-2b-3a

茎部の幅：0.6
カエシの高さ：1.7

ソケットの深さ：
カエシの先端から3.7

単尾カエシの形状が外側に
反らずほぼまっすぐ．
裏面のソケット部に，つな
ぎ目とみられる痕跡がかす
かに残る．

類例２ 図4-2
写真9

苫小牧市
美術博物館 8.6 3.6 2.8 2.1 32.8 B4類

1b-2b-3b

基部の幅：0.9
カエシの高さ：2.0

中央部に周る溝幅：0.5
ソケットの深さ：
カエシの先端から5.3

単尾カエシの形状が外側に
反らず若干内側を向く．
ソケットの穴は，中央部に
周る溝の奥まで及ぶ．

類例３ 図4-3
写真9

苫小牧市
美術博物館 11.4 4.0 3.0 1.4 49.5 B2類

1b-2a-3b

基部：1.0程
カエシの高さ：2.2

両側面穿孔：
径0.38～0.45

ソケットの深さ：
カエシの先端から5.4

両側面の孔に細い鋼鉄線を
撚り合わせたワイヤーが通
されている．
単尾カエシはノの字形に外
へ反る．
裏面につなぎ目とみられる
痕跡が4cm程残る．

類例４
図4-4
写真10

北海道博物館
【32790】 11.0 4.5 4.0 1.3 ―

C1類
1c-2a-3b

基部の幅：0.7程
カエシの高さ：2.5

基部断面が方形．
鉄錆の付着あり．

類例５
図4-5
写真10

北海道博物館
【89590】 12.5 5.0 4.0 1.5 35.4

C2類
1c-2b-3b

基部の幅：0.5程
カエシの高さ：2.5

ソケットの深さ：
カエシの先端から5.5

基部断面が方形．
鏃の逆刺が直線的ではなく
緩やかにカーブする．
基部に紐が付けられてい
る．
使用地域：幌別

類例６ 図4-6
写真10

北海道博物館
【89591】

11.5 4.2 3.7 1.5 32.1 C2類
1c-2b-3b

基部の幅：0.6程
カエシの高さ：2.0

基部下方の両側面に
穿孔：径0.3

ソケットの深さ：
カエシの先端から5.0

基部断面が方形．
裏面の中央付近に，つなぎ
目とみられる痕跡が2cm程
残る．
使用地域：幌別



ケットの間に溝が一周する．類例３は基部両側面
を穿孔してワイヤーを通し，基部からソケットに
かけて徐々に裾を広げる形状に作られている．

5-2-2．北海道博物館収蔵の鉄製銛先（図4-4・
4-5・4-6，表４，写真10）

　 北海道博物館では３点（類例４～６）の金属製
銛先が収集されており，資料調査を実施した．こ
のうち類例４（図4-4，資料番号：32790，資料
名：突き銛）は採集された銛（詳しい場所は不
明）で，目録記載からはアイヌ民族資料であるか
どうかわらない（北海開拓記念館，1981）．類例
５（図4-5，資料番号：89590，資料名：銛先），
および類例６（図4-6，資料番号：89591，資料
名：銛先）は幌別（現登別市）で採集された銛先
で，更科源蔵の収集品である（北海道開拓記念
館，1990）．目録の解説には，「２点は，鉄製
で，本州の「ツキンボ」に類似する．鏃の付き
方，および「かえし」の形は，大塚氏のType-Eに
酷似する．使用地は登別幌別となっている．骨製
銛のType-Eをまねて鉄で製作したものであろ
う．」（北海道開拓記念館，1990：28）とある．
大塚のType-Eに該当する銛先は体部が骨角製でソ
ケットのカエシの形態が単尾であることから，カ
エシの特徴が類似する．一方，鏃部と体部の構造
は相違しており（「一体」・「組合せ」），鏃の
逆刺や基部の形態も異なっている．特に類例４～
６は鏃部の逆刺は細く，基部は断面が方形で細い
など相違が大きい．
　 分類では，類例４はC1類（1c-2a-3b），類例５
および類例６はC2類（1c-2b-3b）に該当する．い
ずれも鏃部の切込みが深く逆刺が細長い．類例５
は逆刺のラインが湾曲している．また，これら３
点の基部は断面がいずれも方形である．ソケット
単尾のカエシは３点いずれも長さがある．類例５
は基部に紐を付けている点で「鉄製銛先１・２」
に共通するが，紐の装着方法には違いがみられ
る．類例６は類例３と同様，基部の両側面に貫通
する小さな孔が開けられている．ワイヤーは残っ
ていないが同様の目的のラインホールとみられ
る．

5-3．類例にかかわる関連資料

5-3-1．本州の金属製銛先

　 本州での金属製銛先の類例について確認する．
「２．調査の経緯」に触れたとおり，北海道大学
北方生物圏フィールド科学センター植物園には昭
和12年に稲生典太郎が本州で採取した「ミサキ
銛」という名称の銛３点の収蔵がある（類例７～
９）（写真11）．台帳には「沼津」（静岡県）の
資料とある．そこで，同地域の銛について調べて
いたところ，「沼津歴史民俗史料館だより」に，
駿河湾付近では「突ん棒漁」というカジキの銛漁
がおこなわれており，離頭銛が使用されていたこ
とが記されている（図５）（神野，1984；沼津市
歴史民俗資料館，2012a；2012b）．また，沼津よ
り東に位置する南房総市の水産業史には，次のよ
うな記載がある．

　 「突きん棒漁と呼ばれる刺突漁は，江戸
時代初期の17世紀当時「当てん棒漁」と呼
ばれ，房総半島南域で行われており，江戸
時代に手投げモリによる突き取り漁で行わ
れていたクジラ漁の影響を受けて，カジキな
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図５．突ん棒漁の銛（神野，1984）．



どの大型魚を捕獲する療法として確立した考
えられます．（中略）1930年代（昭和５年
頃）には，漁船の動力エンジンに改良が加
えられ，最盛期を迎えます．漁場は銚子沖や
伊豆諸島を中心に三陸沖や北海道沖まで拡
大し，漁期も２月から11月頃まで長期化し
ました．」（南房総市，2006）．

　 北海道のどこまで船が来たかは不明であるが，
こうした漁集団から銛先が伝えられた可能性が考
えられる．

5-3-2．文献にみる北海道の銛先の類例

　 『日本水産捕採誌』の７巻「特殊漁業」の項目
には，北海道で使用された鮭漁具「鮭矠」や膃肭
臍（オットセイ）漁の離頭銛「ハナレ」などが紹

介されている（図６）（農商務省水産局，
1912）．このうち北海道南部の膃肭獣漁の「一本
ハナレ」の銛には，全体が金属製とみられる銛先
と，骨角製の体部に金属製の鏃が付けられたとみ
られる銛先との２種が示されている．前者の銛先
は，鏃部と体部を一体に作り出したものとみら
れ，鉄製銛先に類似するものと考えられる．ま
た，安房国および相模国沿岸で使われる「突漁
（ツキンボ）」，安房国安房郡の外海で用いられ
る「銛」が紹介されており，これらに描かれてい
る銛先の絵図も，その特徴から同類のものと考え
らえる．
　『日本水産捕採誌』は，明治19（1886）年に農
商務省水産局が編纂をはじめ，明治28（1896）年
に原稿が完成したものである．デジタルアーカイ
ブを公開している中央水産研究所図書資料館ホー
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図６．『日本水産捕採誌』（農商務省水産局，1912）に紹介される漁具．
（国立研究開発法人 水産研究・教育機構収蔵）

1．膃肭獣ハナレ（北海道）

2．鮭矠（北海道）

3．突漁（安房・相模）

4．銛（安房国）



ムページには，この書物が編纂当時日本に現存し
た全国の漁具漁法をまとめ，全国各地の現物調
査，古書から当時最新の書物までの幅広い文献調
査などをもとにしていることが解説されている（注
４）．図６に示した絵図の銛先も，明治前半期もし
くはそれ以前から伝わる漁具を示したものと考え
られる．

5-3-3．現在販売・使用される金属製の銛

　 現在，製造・販売される銛先にも類例をみるこ
とができる．石橋は，「チョッキリ」という名称
で２種の銛先を購入した（類例10・11）（写真
12）．
　 写真12左は，全長9.8cm，鏃の長さ3.0cm，ソ
ケット開口部の幅1 . 2 cm，ソケットの深さ
3.1cm，重量26.9gである．両側面に貫通する直径
0.4cm程の穿孔がある．単尾のカエシはノの字状
に外反する．分類では，B1類（1b-2a-3a）に該当
する．
　 写真12右は，全長9.3cm，鏃の長さ3.0cm，ソ
ケット開口部の幅1 . 1 cm，ソケットの深さ
2.3cm，重量26.9gである．両側面に貫通する直径
0.4cm程の穿孔がある．単尾のカエシはノの字状
に外反する．分類では，B4類（1b-2b-3b）に該当
する．

5-4．小括

　 今回調査した範囲では，今井氏旧収蔵の鉄製銛
先２点は離頭銛の銛先であり，系統的には本州で
用いられていた「ツキンボ」や「チョッキリ」と
呼ばれる離頭銛の銛先と同類のものを踏襲したも
のと考えられる．この種の銛先がおおまかには明
治初頭前後に北海道に入り，アイヌ民族に伝わっ
た可能性が高い．伝統的に知られている「キテ」
とは形状を異にするが，キテに代わる品として使
用された可能性がある．
　 今回の調査をとおして，北海道博物館と苫小牧
市美術博物館にも銛先の鏃部やソケットなどの形
状に多少の差はあるが同様の銛先があることを確

認した．傾向として胆振地方で採取された資料が
みられるが，どのように使用されたのか，捕獲対
象などについては具体的ではない．本州で用いら
れるこのタイプの銛はカジキを捕るために使用さ
れており，苫小牧市美術博物館や北海道博物館が
収蔵している同類の離頭銛も大型魚種や海獣狩猟
が対象になった可能性が考えられる．また，既に
述べたように，昭和30年代に南房総市付近の突き
ん棒漁の範囲が北海道にまで及んだということか
ら，これらの銛は比較的新しい時期のものである
可能性もある．
　 今井氏からの聞き取り調査から得た情報のよう
な，鉄製銛先をサケ漁に用いたというのは今のと
ころ北海道内で知られていない．しかし，文献に
当たってみると，幕末の記録に，現在のサハリン
島で「ハナレ」をサケ漁に使用したとみられる記
述がある．松浦武四郎の「蝦夷山海名産図会 第
一」によると，北蝦夷地（樺太）敷香で，「（前
略）鱒・鯇・チライ・鮭を追ひ，皆括槍にて突取
り」（秋葉，1997：280）とある．「括槍」につい
ては，同誌に「括槍（ヲツプ）の図」があり，
「キテ」と同類の離頭銛の絵図に添えて「松前に
てハナレと云」と記されている（秋葉，1997：
274-275）．この記録から，サハリン島では離頭
銛を使ってサケ・マスなどを対象に川漁をするこ
とがあったとみられる．このような例から考える
と，北海道でもキテがサケ漁に使用された可能性
はある．

６．おわりに

　 以上，石狩市で新たに知られた石狩川周辺で使
用されたとみられる鮭漁具２種について述べた．
「魚打棒」は縦槌の形であり，現時点では少なく
とも北海道内では類例が知られていない．また
「鉄製銛先」については，本州以南の太平洋側で
みられる「ツキンボ」などと呼ばれる漁に用いら
れてきた銛先が，明治期に道南や胆振地方沿岸付
近に伝わり，それが石狩まで持ち込まれ，サケの
捕獲に使用されたと考えられる．
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　 今回，偶然の機会から新たな資料を知ることが
できたが，今後も埋もれている民具に注意を向
け，当該地域の物質文化について明らかにしてい
きたい．

謝辞：本稿を執筆するにあたり，石狩市の今井光男氏を
はじめ，資料を借用しました石狩尚古社資料館主宰中島
勝久氏，「いしかりガイドボランティアの会」には大変
お世話になりました．石橋による資料旧収蔵者である今
井氏からの聞き取り調査にあたっては，いしかり砂丘の
風資料館の工藤義衛学芸員に仲介の労をとっていただき
ました．鉄製銛先２点のＸ線写真の撮影にあたっては，
公益財団法人北海道埋蔵文化財センターに大変お世話に
なりました．国立研究開発法人水産研究・教育機構水産
研究所，沼津市歴史民俗資料館，北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター植物園には情報提供をいただ
き，苫小牧市美術博物館，北海道大学埋蔵文化財調査セ
ンター，北海道博物館には資料調査にあたり大変お世話
になりました．末筆ながら深く感謝申し上げます．

注１　①の漁場に関して，今井家が経営する以前は，か
つて石狩役所に勤めアイヌ通辞をしていた玉川啓吉
が経営していたという（今井，2013）．

注２　 「鉄製銛先１・２」については，Ｘ線撮影によ
り，紐が装着されている基部本体の形状も確認する
ことができた．

注３　本稿では道内に収蔵される類例の集成にとどまる
ため資料数が少ないこともあり，鏃部形態の違い
が，（１）銛先の機能・用途（捕獲対象，漁法）に
関係するものなのか，（２）製作技法や帰属時期・
地域性に関係するものなのかなど，その要因の検討
までは及んではおらず，細分基準は暫定的なもので
あり，今後も検討が必要である．

注４　 水産研究・教育機構図書資料デジタルアーカイ
ブ，『日本水産捕採誌』の解説を参照した（URL：
http://nrifs.fra.affrc.go.jp/book/D_archives/
2013DA021/20103DA021.html）．
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写真１．魚打棒１．
（いしかりガイドボランティアの会収蔵
　・今井氏旧収蔵）

1-5．平面Aの槌部．打面側縁のささくれ

1-1．平面A

1-2．平面B

1-3．側面．槌部の小口面（大）打面

1-4．槌部の小口面（小）

2-5．槌部の小口面（大）打面の磨耗

2-1．平面A

2-2．平面B

2-3．側面．槌部の小口面（大）側 打面

2-4．槌部の小口面（小）

写真２．魚打棒２．
（いしかりガイドボランティアの会収蔵
　・今井氏旧収蔵）



いしかり砂丘の風資料館紀要　第10巻　2020年７月

-53-

写真３．鉄製銛先１．
（いしかりガイドボランティアの会収蔵
　・今井氏旧収蔵）

3-4．鉄製銛先１（側面）

3-3．鉄製銛先１（B面）

3-2．鉄製銛先１（紐装着部）

3-1．鉄製銛先１（全体） 4-1．鉄製銛先２（全体）

4-2．鉄製銛先２（紐装着部）

写真４．鉄製銛先２．
（石狩尚古社資料館収蔵・今井氏旧収蔵）

4-3．鉄製銛先２（B面）

4-4．鉄製銛先２（側面）
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写真７．縦槌．札幌市K39遺跡恵迪寮地点
（サクシュコトニ川遺跡）出土．擦文文化．
（北海道大学埋蔵文化財調査センター収蔵）

写真６．昭和初期絵葉書．円内，
棒状の魚叩き棒か（田中，2002）．

写真５．棒状の魚叩き棒．ヤナギ．
平取町で使用／現代（いしかり砂丘の風資料館収蔵）

写真８．キテ．本体（体部）は骨製，
刃（鏃）は金属製．1918年以前．
（北海道博物館収蔵・画像提供）
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写真９．金属製銛先．類例１～３．
（苫小牧市美術博物館収蔵）

9-1．金属製銛先（A面）
（左から類例１・２・３）

9-3．金属製銛先（側面）
（手前から類例１・２・３）

9-2．金属製銛先（B面）
（左から類例１・２・３）

10-1．金属製銛先（A面）
（左から類例４・類例５・類例６）

10-3．金属製銛先．類例６（側面）

10-２．金属製銛先（斜後方より撮影）
（奥から類例４・類例５・類例６）

写真10．金属製銛先．類例４～６．
（北海道博物館収蔵）
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写真11．金属製銛先．類例７～９．
（北海道大学北方生物圏フィールド科学
　センター植物園収蔵・画像提供）

2．類例８．No.9812（長さ13.8cm）

3．類例９．No.0913（長さ11.8cm）

1．類例７．No.9811（長さ4.1cm）

写真12．現在も使用されている金属製銛先
（販売購入品）．左：類例10．右：類例11．


